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数 ％ 数 ％ 計 ％
未然形＋バ
①仮定条件 3 3.4 3 2.9
②反事実的仮定条件 3 1?.6 3 2.9
未然バ総計 3 3.4 3 1?.6 6 5.8
已然形＋バ
①既定・事実的条件 1? 1?.9 7 4?.2 2? 1?.2
②既定・原因理由条件 6? 7?.0 5 2?.4 7? 6?.2
順接バ 5? 6?.7 5 2?.4 6? 6?.6
順接ネバ 9 1?.3 9 8.6
③一般条件 2 1?.8 2 1.9
④並立 2 2.3 2 1.9
⑤接続詞 2 2.3 2 1.9
已然バ総計 8? 9?.6 1? 8?.4 9? 9?.2


































「モノ」を介して形容詞につながる「Ａ モノ ナラバ」が１例，格助詞「ト」を受ける「ト ナラ
バ」が１例出現している。『萬葉集』では「Ｖ モノ ナラバ」が１例しかなかったのに対して，『古
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今集』では「Ｖ／Ａ モノ ナラバ」が７例もある。「Ｖ／Ａ モノ ナラバ」は「ナラバ」が「モノ」
を介して動詞や形容詞につながる，要するに文につながるものであるから，「補文 モノ ナラバ」
にまとめられる。補文に直接する「補文 ナラバ」への移行を示す「補文 モノ ナラバ」の増加は，
中古という時代が「補文 ナラバ」が一般化した中世への過渡期であったことを示している。なお，
『土佐日記』散文では「Ｎ ナラバ」は１例だけである。ちなみに，山田忠雄編（1?5?）の『竹取物
語総索引』では「Ｖ モノ ナラバ」が３例，「Ａ モノ ナラバ」が１例，「ト ナラバ」が１例ある。
中古は，一方では「Ｖ 未然バ」が減少しているとはいえ，まだ古代語を継承していた時期であ
り，一方では「補文 モノ ナラバ」が増加し，中世で一般化した「補文 ナラバ」への移行期でも
あったといえる。以下に用例を挙げて検討する。
2.1.「Ｖ 未然バ」による仮定条件
⑴ 立ちわかれいなばの山の峰に生ふる松としきかば今かへりこむ 巻８ 3?5『古』
⑵ 梓弓をして春雨けふ降りぬあすさへ降らば若菜つみてん（む） 巻１ 2?『古』
⑶ 桜花ちらばちらなむちらずとて古里人の来ても見なくに 巻２ 7?『古』
⑷ わが恋を人知るらめやしきたへの枕のみこそ知らばしるらめ 巻1? 5?4『古』
?表３>『古今集』『土佐日記』：「未然形＋バ」の上接語による分類
古今集 土佐日記
上接語による形態 数 ％ 数 ％
仮定条件
⑴Ｖ 未然バ 4? 5?.8 1 3?.3
⑵Ｖ モノ ナラバ 6 7.2
Ａ モノ ナラバ 1 1.2
⑶Ｎ ナラバ 7 8.4 1 3?.3








⑴Ｖ 未然バ 2 1?.5 1 3?.3
⑵Ｖ モノ ナラバ 1 5.3
⑶Ｎ ナラバ 1 5.3 1 3?.3
⑷セバ 1? 7?.7
⑸マシカバ 1 5.3 1 3?.3





⑸ 散りぬれば恋ふれどしるしなき物をけふこそ桜おらばおりてめ 巻１ 6?『古』
⑹ 種しあれば岩にも松は生ひにけり恋をし恋ひば逢はざらめやも 巻1? 5?2『古』
⑺ 深草の野辺の桜し心あらばことし許はすみぞめに咲け 巻1? 8?2『古』
⑻ おりて見ば落ちぞしぬべき秋はぎの枝もたわゝにをける白露 巻４ 2?3『古』
⑼ 夏山に鳴郭公心あらば物思我にこゑな聞かせそ 巻３ 1?5『古』
? こひ死なば誰が名はたゝじ世中のつねなき物と言ひはなすとも 巻1? 6?3『古』

















? 今はとてきみがかれなばわが宿の花をばひとり見てやしのばむ 巻1? 8?0『古』
? かへる山ありとはきけど春がすみたちわかれなば恋しかるべし 巻８ 3?0『古』











? 待てといふに散らでし止まる物ならばなにを桜に思ひまさまし 巻２ 7?『古』
? 散る花のなくにし止まる物ならば我鴬におとらましやは 巻２ 1?7『古』
? 吹風にあつらへつくるものならばこの一本は避きよと言はまし 巻２ 9?『古』
? こひしきに命をかふる物ならば死は易くぞあるべかりける 巻1? 5?7『古』
? 月影にわが身を変ふる物ならばつれなき人もあはれとや見ん 巻1? 6?2『古』
? かずかずに我を忘れぬものならば山の霞をあはれとは見よ 巻1? 8?7『古』







接する「Ａ モノ ナラバ」の例である。「Ｖ モノ ナラバ」「Ａ モノ ナラバ」は「補文 モノ ナラ
バ」にまとめられる。現代語の「ナラ」に連なる，直接補文に接続する「補文 ナラバ」は『古今
集』『土佐日記』共にまだ出現の例を見ない。中世末期に一般化した「補文 ナラバ」は，この「補




? 花のこと世の常ならば過ぐしてし昔は又も帰りきなまし 巻２ 9?『古』
? ことならば事の葉さへもきえななむ見れば涙のたぎまさりけり 巻1? 8?4『古』
? 住吉の岸のひめ松人ならば幾世かへしと問はまし物を 巻1? 9?6『古』








































? 梅が香を袖にうつしてとゞめてば春は過ぐとも形見ならまし 巻１ 4?『古』
? 世の中に絶えて桜の咲かざらば春のこころはのどけからまし 三（二) 『土』
②「Ｎ ナラバ～マシ（モノ）ヲ」
? おぐろ崎みつの小島の人ならば宮このつとにいざと言はましを 巻2? 1?9?『古』
? おぼつかな今日は子の日か海人ならば海松をだにひかましものを 二（八) 『土』
③「Ｖ モノ ナラバ～マシ」
? 命だに心にかなふものならば何かわかれのかなしからまし 巻８ 3?7『古』
3.2.「セバ～」と呼応する形式
①「セバ～マシ」
? 吹風と谷の水としなかりせば深山がくれの花を見ましや 巻２ 1?8『古』
? 春霞中し通ひ路なかりせば秋くる雁は帰らざらまし 巻1? 4?5『古』
? いつはりの涙なりせば唐衣しのびに袖はしぼらざらまし 巻1? 5?6『古』





数 ％ 数 ％
①未然バ ～マシ 2 1?.5 1 3?.3
Ｖ モノ ナラバ～マシ 1 5.3
Ｎ ナラバ ～マシヲ 1 5.3
～マシモノヲ 1 3?.3




③マシカバ ～マシモノヲ 1 5.3
～マシヤ 1 3?.3
計 1? 1?0.0 3 1?0.0
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②「セバ～マシヲ」
? 思ひつつ寝ればや人の見えつらむ夢としりせば覚めざらましを 巻1? 5?2『古』
? 老いらくの来むと知りせば門さしてなしと答へて逢はざらましを 巻1? 8?5『古』
③「セバ～マシモノヲ」
? はやき瀬に見るめおひせばわが袖の涙の河に植へましものを 巻1? 5?1『古』
? 冬かれの野べとわが身を思ひせばもえても春を待たまし物を 巻1? 7?1『古』
④「セバ～ナム」
? をみなへし多かる野べにやどりせばあやなくあだの名をやたち南(なむ) 巻４ 2?9『古』
3.3.「マシカバ～」と呼応する形式
①「マシカバ～マシモノヲ」
? 人しれず絶えなましかばわびつゝも無き名ぞとだに言はましものを 巻1? 8?0『古』
②「マシカバ～マシヤ」
? 見し人の松のちとせに見ましかば遠く悲しき別れせましや 三（三) 『土』
4. 一般条件，事実的条件，原因・理由条件














「バ」の上接語によって，「Ｖ 已然バ」「Ｖ タレバ」「Ｎ ナレバ」「Ｖ ナレバ」（「補文 ナレバ」と








％ある。その他「Ｖ タレバ」「Ｎ ナレバ」「Ａ ケレバ」「ネバ」はすべて原因・理由条件のみの出
現となっている。
中古においても，一般条件，事実的条件を表すには「Ｖ 已然バ」を用いたこと，原因・理由条
件を表すには「Ｖ 已然バ」「Ｖ タレバ」「Ｎ ナレバ」「Ａ ケレバ」「ネバ」の諸形式を用いたとい
うことは，古代語の『萬葉集』と変わらない。
しかし，古代語と異なる様相も見られる。それは中古になり，形式名詞「モノ」を介して補文に
接続する「補文 モノ ナレバ」（１例），「ナレバ」が補文に直接する「補文 ナレバ」（１例），「ナ
?表５>『古今集』の「已然形＋バ」による一般条件，事実的条件，原因・理由条件
―「バ」の上接語による分類―
一般条件 原因・理由条件 事実的条件 計
Ｖ 已然バ 1? 7? 6? 1?5
Ｖ タレバ 1 1
Ｎ ナレバ 1? 1?
Ｖ ナレバ 1 1
Ｖ モノ ナレバ 1 1
ト ナレバ 1 1
Ａ ケレバ 2? 2?
トイヘバ 2 4 6
ネバ（順接） 1? 1?
ネバ（逆接） 1 1
計 1? 1?8 6? 2?6
?表６>『土佐日記』の「已然形＋バ」による一般条件，事実的条件，原因・理由条件，
並列，接続詞的用法―「バ」の上接語による分類―
一般条件 原因･理由条件 事実的条件 並列 接続詞
散文 韻文 散文 韻文 散文 韻文 散文 韻文 散文 韻文 計
Ｖ 已然バ 2 2? 4 1? 7 2 2 5?
Ｖ タレバ 3 3
Ｎ ナレバ 9 9
Ａ ケレバ 1? 1 1?
ネバ（順接） 9 9








4.1. 一 般 条 件
4.1.1.「Ｖ 已然バ」による一般条件
? おほかたは月をも賞でじこれぞこの積れば人の老いとなる物 巻1? 8?9『古』
? 風ふけば沖つしら浪たつた山夜半にや君がひとり越ゆらむ 巻1? 9?4『古』
? 瀬を塞けば淵となりても淀みけり別れを止むるしがらみぞなき 巻1? 8?6『古』
? せみの羽のひとへに薄き夏衣なればよりなむ物にやはあらぬ 巻1? 1?3?『古』
? 最上河のぼれば下る稲舟のいなにはあらずこの月ばかり 巻2? 1?9?『古』
? はなの木も今は掘り植へじ春たてばうつろふ色に人ならひけり 巻２ 9?『古』
? 風ふけば落つるもみじば水きよみちらぬかげさへ底に見えつゝ 巻５ 3?4『古』
























? 霜のたて露のぬきこそよはからし山の錦のをればかつ散る 巻５ 2?1『古』
? 夏の夜のふすかとすればほとゝぎすなくひとこゑに明くるしのゝめ 巻３ 1?6『古』
? 明けたてば蝉のおりはへ鳴きくらし夜は蛍のもえこそわたれ 巻1? 5?3『古』
? 春くれば宿にまづさく梅花君が千年のかざしとぞ見る 巻７ 3?2『古』
? 「ここやいどこ」と問ひければ，「土佐の泊り」といひけり。 二（八) 『土』












? ひとりして物をおもへば秋のよの稲葉のそよといふ人のなき 巻1? 5?4『古』
? 山ざくらわがみにくればはるがすみ峰にもおにもたちがくしつつ 巻１ 5?『古』
? 梓弓春の山辺をこえくれば道もさりあへず花ぞちりける 巻２ 1?5『古』













? 見渡せば柳さくらをこきまぜて宮こぞ春の錦なりける 巻１ 5?『古』
? 浪のうつ瀬見れば珠ぞみだれける拾はば袖にはかなからむや 巻1? 4?4『古』
? ほとゝぎす今朝なく声におどろけばきみに別れし時にぞ有ける 巻1? 8?9『古』









? 白玉と見えし涙も年ふれば唐衣にうつろひにけり 巻1? 5?9『古』












? あまの原ふりさけ見れば春日なる三笠の山にいでし月かも 巻９ 4?6『古』









? 世にふれば憂さこそまされみ吉野の岩のかけ道ふみならしてむ 巻1? 9?1『古』
? 月見れば千ゞにものこそかなしけれわが身ひとつの秋かはあらねど 巻４ 1?3『古』
? ほとゝぎすなく声きけばわかれにし古里さへぞ恋しかりける 巻３ 1?6『古』
? ひと知れず思へばくるし紅のすゑつむ花のいろに出でなむ 巻1? 4?6『古』
? さつきまつ花たちばなの香かげば昔の人の袖の香ぞする 巻３ 1?9『古』











? 秋といへばよそにぞ聞きしあだ人の我を古せる君にこそありけれ 巻1? 8?4『古』
? きみといへば見まれ見ずまれ富士の嶺の珍しげなくもゆるわがこひ 巻1? 6?0『古』









? 霞たち木の芽も春の雪ふれば花なき里も花ぞちりける 巻１ 9『古』
? わびぬればしひて忘れむと思へども夢といふ物ぞ人だのめなる 巻1? 5?9『古』













? 枝よりもあだにちりにし花なればおちても水の泡とこそなれ 巻２ 8?『古』
? 君をのみ思ひ寝にねし夢なればわが心から見つるなりけり 巻1? 6?8『古』
? 正月なれば，京の子の日のことをいい出して， 二［八］ 『土』
? 十日あまりなれば，月おもしろし。 二［三］ 『土』
? 夜中なれば，西東も見えず。 二［八］ 『土』
4.3.2.2.「補文 モノ ナレバ」「補文 ナレバ」「ト ナレバ」による原因・理由条件
? 身を憂しと思ふに消えぬ物なればかくても経ぬる世にこそ有けれ 巻1? 8?6『古』
? 思へども思はずとのみ言ふなれば否や思はじ思ふかひなし 巻1? 1?3?『古』
















? 近江のや鏡の山をたてたればかねてぞ見ゆる君が先年は 巻2? 1?8?『古』
? この長櫃の物は，みな人，童までにくれたれば，飽きみちて，船子どもは，腹鼓をうちて，海
をさへ驚かして，波立てつべし。 二［一］ 『土』
? 人みな寝たれば，海のありやうも見えず， 二［三］ 『土』
















?10 秋風の身にさむければつれもなき人ぞ頼む暮るゝ夜ごとに 巻1? 5?5『古』
?11 鳴き止むる花しなければうぐひすも果はもの憂くなりぬべらなり 巻２ 1?8『古』
?12 十八日。なほ同じ所にあり。海荒ければ，船出ださず。 二［五］ 『土』
?13 この間に，風のよければ，楫取りいたく誇りて， 二［七］ 『土』
?14 川の水なければ，ゐざりにのみぞゐざる。 三［二］ 『土』
なお，「トイエバ」６例のうち，次の２例，?15「知るといへば」（秘めごとも知ってしまうという
ので）?16「ありと言へば」（あるのだから）も原因・理由を表す。
?15 知るといへば枕だにせで寝しものを塵ならぬ名のそらにたつ覧 巻1? 6?6『古』








?17 あひ見ねば恋こそまされみなせ河なにゝ深めて思いそめけむ 巻1? 7?0『古』
?18 ひとを思心は我にあらねばや身のまどふだに知られざるらむ 巻1? 5?3『古』
?19 五日。風波止まねば，なほ同じ所にあり。 二［一］ 『土』



















?12 かく思へば，船子・楫取は，船歌うたひて，何とも思へらず。 二（二) 『土』











6. お わ り に
古代語から中古語への条件表現の変化が見られるものは，まず，仮定条件「未然形＋バ」の減少
と既定条件「已然形＋バ」の増加である。仮定条件では「Ｖ 未然バ」に代わり，「ナラバ」系の台
頭が目立つ。特に「補文 モノ ナラバ」の増加である。中世末期に一般化した「補文 ナラバ」は
この「補文 モノ ナラバ」からの移行であり，やがては現代語の「ナラ」へと発達していくのであ
る。
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